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応用記述

AVR1605 : XMEGA ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ即時開始の手引き

8ﾋﾞｯﾄ AVR ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

要点

● XMEGA®ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ

● AVROSP適合

● 応用例

● 自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用試供応用

● ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両方の読み書き

● 施錠ﾋﾞｯﾄの読み書き

● ﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄの読み込み

概要

この応用記述はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ格納(SPM)命令を持つAVR®をどう自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに構成設定し
得るかと、XMEGA系統ﾃﾞﾊﾞｲｽの1つ(例えばATxmega128A1)でﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ応用をどう使うかを記
述します。試供応用は「AVR911 AVR公開ｿｰｽ書き込み器」応用記述のAVR公開ｿｰｽ書き込
み器(AVROSP)が走行するPCとUART経由で通信します。これは外部書き込み器の必要なし
にﾌﾗｯｼｭ内への応用やEEPROMへのﾃﾞｰﾀ格納とﾋｭｰｽﾞの読み書きを使用者に許します。例の
ｿﾌﾄｳｪｱは対象基板としてのSTK®600と共にATxmega128A1を使います。

携帯音楽再生器、ﾍｱｰﾄﾞﾗｲﾔｰ、ﾐｼﾝであろうと、ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを含む電気的な設計物は常に
ﾌｧｰﾑｳｪｱと共に出荷されることを必要とします。多くの電気設計物が急速に進化するため、既
に出荷または販売された製品を更新できるようにする必要が増しています。ﾊｰﾄﾞｳｪｱに対して
変更をすることは、特に製品が既に最終顧客へ届いてしまっている場合に難しくなるでしょう。
しかし、AVR系統のようなﾌﾗｯｼｭ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗに基いた製品に於いて、ﾌｧｰﾑｳｪｱは容易に
更新することができます。

そのように構成設定された多くのAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは求めに応じてﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を受信して
ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを書き換えられるﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを作成することが可能です。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ空間はﾌﾞｰﾄ
ﾛｰﾀﾞ領域(BLS)と応用領域の2つの領域に分けられます。ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの
ﾌﾞｰﾄ領域内に配置されます。このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾎｽﾄPCとの通信を処理してﾌﾗｯｼｭとEEPROMの両
方のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを容易にします。一旦ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞされると、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘのﾌﾞｰﾄと応用の部分に
異なる保護ﾚﾍﾞﾙを個別に適用することができます。従ってAVRは使用者に広範囲のﾒﾓﾘ保護
を許す独特な柔軟性を提供します。

自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞについての一般的な情報に関しては「AVR109:自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」応用記述を参
照してください。
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1. 準備と実行
第1.章はﾊｰﾄﾞｳｪｱを構成することによって準備と実行に対する基本段階を軽く済ませます。必要な構成と必要条件が関連情報と共
に記述されます。

1.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成

1.1.項は実験用ﾊｰﾄﾞｳｪｱを構成するための段階的な手順を与えます。

この応用記述で提供されるﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてAVR公開ｿｰｽ書き込み器(AVROSP)を使います。応用例は
目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMを読みまたは更新するための関数を実装します。STK600でATxmega128A1 AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ
を使って、ﾃﾞﾊﾞｲｽの施錠ﾋﾞｯﾄの読みと更新、及びﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄの読み込みも可能です。

STK600上でUSART信号をRS-232出力へ配線するためにPD2/PD3ﾋﾟﾝをRXD/TXDﾋﾟﾝに接続してください。

STK600にはCAN(ｵｽ型)とRS232(ﾒｽ型)と記された2つのRS-232ﾎﾟｰﾄがあります。STK600のRS232(ﾒｽ型)ﾎﾟｰﾄとPC間をｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙ
で接続してください。

STK600上でﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ形態を許可するのにSW0ﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁを使うためにPD4ﾋﾟﾝをSW0ﾋﾟﾝに接続してください。

正しい配線ｶｰﾄﾞとｿｹｯﾄ ｶｰﾄﾞの組み合わせでﾃﾞﾊﾞｲｽを装着し、それをPCと接続するために、AVR Studio®のﾍﾙﾌﾟで利用可能なSTK 
600使用者の手引きを参照してください。

1.2. ｼｽﾃﾑ構成設定

1.2.項は実装開始前のPC構成についての情報を与えます。

変数名と値を作成することによってWindowsのﾊﾟｽ(PATH)に(code\AVROSP_Testで見つかる)xml_dev_filesﾌｫﾙﾀﾞ ﾊﾟｽを含めてくださ
い。これはどのﾌｫﾙﾀﾞ位置からでも実行するためにAVROSPの既定位置をｼｽﾃﾑが検索するための設定です。これが行われなかった
場合、そのﾌｫﾙﾀﾞのAVROSP.exeを使えますが他のどの場所でもこれを呼び出すことができません。これは以下の図1-1.、図1-2.、図
1-3.で実演されるようにﾏｲ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ｱｲｺﾝの右ｸﾘｯｸとﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ任意選択の選択によって設定することができます(変更を許可するの
にｺﾝﾋﾟｭｰﾀの再始動を必要とするかもしれません)。

図1-1. PATH構成設定1 図1-2. PATH構成設定2

図1-3. PATH構成設定3
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1.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始

1.3.項はﾃﾞﾊﾞｲｽ上でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始するための段階的な手順を与えます。

1.3.1. IARでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始

IARTM(5.12C版またはそれ以降)を開始して"Open existing workspace"任意選択を選択してください。この応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
した(以降で対象ﾌｫﾙﾀﾞと呼ばれる)ﾌｫﾙﾀﾞを閲覧してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のbootloader.ewwを選択してください。ｺﾝﾊﾟｲﾙと構築によって異常や
警告が全くないことを検証してください。

AVR Studioを開始し、bootldr.dbgを用いて新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽとしてATxmega128A1、基盤としてJTAGICEmk
Ⅱを選択してください。

STK600とJTAGICEmkⅡの両方が電源ONであることを確認してください。

AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、JTAGまたはPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いてATxmega128A1に接続してください。ﾋｭｰｽﾞ ﾀﾌﾞを選
択し、BOOTRSTﾋｭｰｽﾞをﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾘｾｯﾄに設定してﾋｭｰｽﾞを書いてください。

STK600でSW0押下を保っている間に、AVR Studioでﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ作業を開始して応用を動かしてください(ﾂｰﾙの状態LEDを調べてくだ
さい)。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態に於いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはUART経由でAVROSPからの指令を受け取ります。各指令は関連する作業を実行します。
ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって認証されないどの指令もAVROSPへ送り返される"?"に帰着します。

ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗを通して、多数のｺﾏﾝﾄﾞ行例、ﾌﾗｯｼｭとEEPROM用のHEXﾌｧｲﾙ例、AVROSP.exe、ATxmega128A1用のﾃﾞﾊﾞｲｽ記述XML
ﾌｧｲﾙが利用可能なAVROSP_Testﾌｫﾙﾀﾞを開いてください。

注: PCの既定RS232ﾎﾟｰﾄはCOM1に設定され、STK600が他のﾎﾟｰﾄに接続される場合、以降のﾊﾞｯﾁ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは変更が必要です。
ﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙは次のとおりです。

・ x128A1_chip_erase.bat
・ x128A1_eeprom_dump.bat
・ x128A1_eeprom_write_file.bat
・ x128A1_flash_dump.bat
・ x128A1_flash_write_file.bat

全てのﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙに於いて先頭行のﾎﾟｰﾄ名COM1はCOMxに変更/置換されなければなりません。

以下で示されるﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙの先頭行はﾉｰﾄﾊﾟｯﾄﾞ応用にﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙをﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟすることによって見ることができます。

以下の指令はMSDOSｺﾏﾝﾄﾞ行で与えられた時にWindowsでCOM1を供給します。

 mode com1 Data=8 Parity=n Baud=9600 DTR=OFF RTS=OFF to=off

1.3.2. Atmel Studioでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始

Atmel Studio(6.1またはそれ以降版)を開始して"Open project/solution"任意選択を選択してください。この応用記述と共にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ
した(以降で対象ﾌｫﾙﾀﾞと呼ばれる、BootloaderGCC)ﾌｫﾙﾀﾞを閲覧してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のBootloaderGCC.cprojを選択してください。ｺﾝﾊﾟｲ
ﾙと構築によって異常や警告が全くないことを検証してください。

注: 違うﾃﾞﾊﾞｲｽを使う場合、Atmel Studioでﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞのﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽが定義されなければなりません。

Project→”ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名”Properties→Toolchain→AVR/GNU Linker→Miscellaneous→Other LinkerFlags:
“-WI,--section-start=.text=0x20000” (ここでの20000はﾃﾞｰﾀｼｰﾄから得られたﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞのﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽです。)
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STK600とJTAGICEmkⅡの両方が電源ONであることを確認してください。

AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、JTAGまたはPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いてATxmega128A1に接続してください。ﾋｭｰｽﾞ ﾀﾌﾞを選
択し、BOOTRSTﾋｭｰｽﾞをﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾘｾｯﾄに設定してﾋｭｰｽﾞを書いてください。

STK600でSW0押下を保っている間に、AVR Studioでﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ作業を開始して応用を動かしてください(ﾂｰﾙの状態LEDを調べてくだ
さい)。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態に於いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはUART経由でAVROSPからの指令を受け取ります。各指令は関連する作業を実行します。
ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって認証されないどの指令もAVROSPへ送り返される"?"に帰着します。

ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗを通して、多数のｺﾏﾝﾄﾞ行例、ﾌﾗｯｼｭとEEPROM用のHEXﾌｧｲﾙ例、AVROSP.exe、ATxmega128A1用のﾃﾞﾊﾞｲｽ記述XML
ﾌｧｲﾙが利用可能なAVROSP_Testﾌｫﾙﾀﾞを開いてください。

注: PCの既定RS232ﾎﾟｰﾄはCOM1に設定され、STK600が他のﾎﾟｰﾄに接続される場合、以降のﾊﾞｯﾁ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは変更が必要です。
ﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙは次のとおりです。

・ x128A1_chip_erase.bat
・ x128A1_eeprom_dump.bat
・ x128A1_eeprom_write_file.bat
・ x128A1_flash_dump.bat
・ x128A1_flash_write_file.bat

全てのﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙに於いて先頭行のﾎﾟｰﾄ名COM1はCOMxに変更/置換されなければなりません。

以下で示されるﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙの先頭行はﾉｰﾄﾊﾟｯﾄﾞ応用にﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙをﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟすることによって見ることができます。

以下の指令はMSDOSｺﾏﾝﾄﾞ行で与えられた時にWindowsでCOM1を供給します。

 mode com1 Data=8 Parity=n Baud=9600 DTR=OFF RTS=OFF to=off

2. ﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞとの通信
第2.章はﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成を通してﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞと通信する基本段階を簡単に片付けます。必要な構成と必要条件が関連情報と共に記述
されます。

2.1. ﾁｯﾌﾟ消去

2.1.項は"ﾁｯﾌﾟ消去"指令の実行方法を説明します。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ領域で待機している段階であることを確実にしてください(STK600の外部RESETとSW0の両方を押下し、先にRES 
ETを、その後にSW0を開放してください)。

現在の作業ﾌｫﾙﾀﾞに於いて、x128A1_chip_erase.batと呼ばれるﾊﾞｯﾁ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸ(実行)してください。

ﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙはAVROSP使用時にﾌﾗｯｼｭとEEPROMを消去するために次の指令を実行します。

 AVROSP -dATxmega128A1 -e

図2-1. ﾁｯﾌﾟ消去

図2-1.ﾁｯﾌﾟ消去で示されるDOS窓が現れるでしょう。COM1に接続した後でAVROSPによってATxmega128A1に関してﾃﾞﾊﾞｲｽ仕様ﾌｧ
ｲﾙが解析され、AVROSP_Testﾌｫﾙﾀﾞに出力ﾌｧｲﾙが置かれます。更に後続操作によって識票が一致してﾁｯﾌﾟ消去が実行されます。
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 1) 与えられたCOMﾎﾟｰﾄが走査されます。

 2) AVRBOOTと通信します。

 3) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態に移行します。

 4) XMLﾌｧｲﾙが解析され、現在の作業ﾌｫﾙﾀﾞに新しいXMLﾌｧｲﾙが生成されます。

 5) 識票の一致が調べられます。

 6) ﾁｯﾌﾟ消去が実行されます。

 7) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作形態を抜けます。

2.2. ﾌﾗｯｼｭへのﾌｧｲﾙ書き込み

2.2.項はﾌｧｲﾙをﾌﾗｯｼｭに書き込み/格納する方法を説明します。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ領域で待機している段階であることを確実にしてください(STK600の外部RESETとSW0の両方を押下し、先にRES 
ETを、その後にSW0を開放してください)。

Windowsのｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗでx128A1_flash_write_file.batを実行してください。このﾊﾞｯﾁ ﾌｧｲﾙはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの書き込みと照合のために次
の指令を実行します。

 AVROSP -dATxmega128A1 -e -ifflash.hex -pf -vf

表2-1. 指令説明

指令

-e 本指令はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを消去します。

説明

-ifflash.hex 本指令はﾌﾗｯｼｭ書き込み用の入力ﾌｧｲﾙとして'flash.hex'ﾌｧｲﾙを与えます。

-pf 本指令はﾌﾗｯｼｭをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)します。

-vf 本指令はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)にﾌﾗｯｼｭ内容を照合します。

照合指令による比較後、与えられた入力ﾌｧｲﾙでﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)が何の異常もなく実行されたことの保証に、DOS
窓での"Equal!"文字列が注目されるべきです。

この"Equal!"文字列を見ることができる図2-2.ﾌﾗｯｼｭ格納を参照してください。

図2-2. ﾌﾗｯｼｭ格納

2.3. 0番地からのﾎｽﾄ返送応用実行

flash.hexはｼﾘｱﾙ/RS232ﾎﾟｰﾄを通して文字'E'を得た時に"Congratulations!"文字列を書くﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。

このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはﾘｾｯﾄ時にﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁSW0が押されていなければ、ﾘｾｯﾄ後に応用領域へ飛びます。また、応用はBOOTRSTﾋｭｰｽﾞを
応用ﾌﾞｰﾄに設定してﾃﾞﾊﾞｲｽを再始動することによっても動かすことができます(他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始がﾁｯﾌﾟ消去を実行するかもしれ
ないことに注意してください)。

応用は直ぐにUSART0を通して文字'E'を待ちます。前節でﾌﾗｯｼｭに応用が格納されているのが検証されているので、以下で記述さ
れるように端末ｿﾌﾄｳｪｱ(例えば、ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ)と通して文字'E'を書かなければなりません。

以下の経路によってWindowsに基く全てのｼｽﾃﾑで利用可能なﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙを開いてください(ｽﾀｰﾄ⇒ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ⇒ｱｸｾｻﾘ⇒通信⇒ﾊ
ｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ)。

この作業に対して何れかの名前(例えば、Test)を与え、COMﾎﾟｰﾄ設定を9600bps、8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾘﾃｨなし、1停止ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸな
しに構成設定してください。より多くの情報については図2-3.ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ名と図2-4.COMﾎﾟｰﾄ設定を参照してください。
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図2-3. ﾊｲﾊﾟｰﾀｰﾐﾅﾙ名 図2-4. COMﾎﾟｰﾄ設定

白紙空間に文字'E'を入力してください。

その返しに於いて、ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞを通してﾃﾞﾊﾞｲｽに格納された応用の正しい動作を保証するﾃﾞﾊﾞｲｽからの"Congratulations!"文字列を
受信するでしょう。

2.4. EEPROMへのﾌｧｲﾙ書き込み

ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ領域で待機している段階であることを確実にしてください(STK600の外部RESETとSW0の両方を押下し、先にRES 
ETを、その後にSW0を開放してください)。

AVROSP_Testﾌｫﾙﾀﾞでx128A1_eeprom_write_file.batを実行してください。以下のAVROSP指令を使うことにより、"This is a test string 
to the XMEGA eeprom!"ASCII文字列を含むeeprom.hexﾌｧｲﾙがEEPROMに書かれます。

 AVROSP -dATxmega128A1 -e -ieeeprom.hex -pe -ve

図2-5. EEPROMへのﾌｧｲﾙ書き込み

AVR Studioでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始し、View(表示部)ﾒﾆｭｰからmemory view(ﾒﾓﾘ表示部)を選択してください。eeprom.hexからの文字列
が正しく書かれたことを検証するために、文字列が図2-6.EEPROM視覚照合のように0番地から配置されているのを検証してくださ
い。

図2-6. EEPROM視覚照合
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2.5. ﾒﾓﾘからのﾌｧｲﾙ読み出し

2.5.1. EEPROM

ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ領域で待機している段階であることを確実にしてください(STK600の外部RESETとSW0の両方を押下し、先にRES 
ETを、その後にSW0を開放してください)。

EEPROMの内容をedump.hexﾌｧｲﾙに読み出すために以下を与えるAVROSP指令を持つx128A1_eeprom_dump.batを実行してくださ
い。

 AVROSP -dATxmega128A1 -re -oeedump.hex

2.5.2. ﾌﾗｯｼｭ

ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾌﾞｰﾄ ﾛｰﾀﾞ領域で待機している段階であることを確実にしてください(STK600の外部RESETとSW0の両方を押下し、先にRES 
ETを、その後にSW0を開放してください)。

ﾌﾗｯｼｭの内容をfdump.hexﾌｧｲﾙに読み出すために以下を与えるAVROSP指令を持つx128A1_flash_dump.batを実行してください。

 AVROSP -dATxmega128A1 -rf -offdump.hex

3. Doxygen資料化
全てのｿｰｽ ﾌｧｲﾙはDoxygenを使う自動資料生成用に準備されています。Doxygenは特別なｷｰﾜｰﾄﾞを使ってｿｰｽ ｺｰﾄﾞを分析するこ
とによって、ｿｰｽ ｺｰﾄﾞから資料を作成するﾂｰﾙです。Doxygenについてのより多くの詳細に関してはhttp://www.doxygen.orgを訪ね
てください。予めｺﾝﾊﾟｲﾙされたDoxygen資料は本応用記述に伴うｿｰｽ ｺｰﾄﾞと共に供給され、ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ ﾌｫﾙﾀﾞのreadme.htmlﾌｧｲﾙか
ら利用可能です。

4. 改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

8242A 2009年5月 初版文書公開

8242B 2014年7月
・ 1.3.1. IARでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始項追加
・ 1.3.2. Atmel Studioでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始項追加
・ 最新資料雛形に更新

http://www.doxygen.org
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